
-

3

2

i

f

 

-
-
一
削
ト
所
冊
余
W

東
京
歯
科
大
掌
同
窓
会
会
報
…
…
…
一刊
行
吋
明

一
官
発
聞
け
M

:

一

束

三

京

制

相

関

一

東

偏
発
明

第69号

大
井
松
宮
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授
元
気
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出
発

小
室
、
村
瀬
両
君
松
宮
夫
人
も
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行
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佐

藤LINES 

盛
JAPA N A S R 
自ホ 良一 君

は

先

発

ら

去
る
八
月
二
-

十
九
日
午
后
十
一

時
三

O
分
、
大
一

井
清
詞
教
授
、
一

松
宮
誠
一
教
授

一

並
び
に
同
夫
人

一

は
村
瀬
正
雄
君

一

(東
京
女
子
医

一

大
教
授
)
小
室

史
郎
君

(
阪
大

一

歯
学
部
講
師
)
一

と
共
に
元
気
で

一

欧
米
の
旅
に
出

一

発
さ
れ
た
。

一一

行
は
九
月
開
催

の
米
国
歯
科
医

師
会
百
年
祭
に

出
席
の
上
、
ア

一

メ
リ
カ
、
ヨ

l

一

ロ
ツ

パ
各
地
を

視
察
さ
れ
、
松

宮
教
授
御
夫
妻

は
十
月
中
旬
、
一

大
井
教
授
は
十

一

二
月
上
旬
帰
国

一

の
予
定
で
あ
る

一

TOI(VO 
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猛
暑
沿
克
服
し

第69号

夏
期
講
習
会
開
催
3
る

東京歯科大学同窓会会報

本
会
主
催
夏
期
講
習
会
は
母
校
の
協
賛

の
も
と
、
本
年
も
八
月
間
慨
さ
れ
た
。

先
づ
八
月
十
三

・
十
四

・
十
五
の
三
日

聞
に
一
日
一っ

て
X
線
診
断
学
、
十
七

・
十
八

・
十
九
の
三
日
間
口
膝
組
織
学
、
二
十
一

・
二
十
二

・
二
十
三
の
三
日
間
矯
正
学
の

講
習
が
行
わ
れ
た
。

今
夏
は
殊
の
ほ
か
暑
さ
酷
し
い
折
り
か

ら
に
も
拘
わ
ら
ず
、
青
森
、
鳥
取
、
宮
城

宮
山
と
述
附
よ
り
遥
々
参
加
の
熱
心
な
会

員
を
お
迎
え
し
、
法
的
も
、
受
講
会
員
も

烈
持
を
一
附
、
山
、
叙
な
ゆ
閣
内
会
が
開
似
附
さ

れ
た
。統
帥
側
の
泊
先
ん
仁
は
然
心
な
受
講
会
員

に
話
辞
を
惜
し
ま
れ
ず
、
ま
た
地
習
に
参

加
さ
れ
た
会
員
各
似
か
ら
も
絶
大
な
好
訴

を
得
た
。
各
講
習
終
了
似
に
終

f
証
を
御

渡
し
、昨問
山
川
恒
に
初
川
州
の
ハ
的
を
川
仁
し
符

た
。

血.

脇

記

念

館

落

成

度員課あ た先ののかれ「領 く古来贈厚い
い会程り同 0'1一各管ら 、l仇とこ 落ささ 師にか
。事事 、窓 の fil(f哩そこ戸脇号の成れれ会なつ
務務御の 、会のれ郎記 さ家 し、、のらて
所室希御 追合許ぞ 、念 れ 尾た去市御 れ 血
へ内野{平11 徳ににれ進節{てに。る 川好た脇
、巾のm を平IJf司選学天い御 七ll!意御守
御脇向も u!，t IIJ 1をば泌総 た住 月動に 屍 之
申記は飲 ~~ し教れ 程 4r 先い 1-j，Aよ炊助
し念市迎 こ 、J[i'主た 、」牛 の 六のりが先
越館川す と長員連市とを当 日‘母、〆|ー
し管のる L く、営川命似 l奇 弁隅校東が
願理進所 な前1乍委病名び 、 IHにに 京御

. い委学で つ腕~ j三員院さ 、天 度移寄目IH主

谷 栗神戸j久同省庁:名三例i成松由八
口 原部内信田本取原山田 !，<~i b:i幡

腔 ゃE 次催 4

組 す子男太郎
織 者対君主郎君

学
参
加
者

邑
介
君

X
線
診
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学
参
加
者
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母
校
市
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運
動
場
内
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1
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万
士
口
若

陪
維
若

俊
之
君

一
郎
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O
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木
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一
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/
二

沿
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川
市
一
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八
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四

荒
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区
日
暮
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四
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一
O
一
六
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岡
県
賀
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岡
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岡
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{
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仲
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太
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若
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君
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居
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青
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古
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町
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宿
区
百
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町
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一

九
九

若
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一
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室
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谷
区
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木
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台
町
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学
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者
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卓
世
相

遠
平
君

義
高
対

晴
山
若

良
猷
君

思
田
区
向
必
須
崎
町
七

凶平
市
四
ノ
四

一

高
崎
市

日
山
市
姥
町
内
五

桐
生
市
錦
町
一
ノ
九
一

四江
戸
川
区
小
岩
町
四
ノ

一
九
四
九

緑
君

来
る
十
一
月
三
日

同
窓
会
総
会
開
催
の
予
定

詳
細
は
本
誌
次
号
に
御
案
内
の
予
定
で

す
が
、
多
数
会
員
各
位
の
御
来
会
を
御
待

ぢ
致
し
て
お
リ
ま
す
。

今
か
ら
、
回
程
を
御
組
み
合
わ
せ
の
濯

を
H
H

一
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本
年
二
月
十
日
か
ら
十
日
間
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ

1
ド
で
聞
か
れ
た
W

H
O
主
催
筒
科
衛
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加

し
つ

Y

い
て
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
学
校

街
科
を
視
察
の
た
め
外
遊
い
た
し
た
さ
い

に
寄
せ
ら
れ
た
皆
々
様
か
ら
の
格
別
の
御

厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

歯
科
衛
生
運
動
の
燃
史
を
か
え
り
み
る

と
き
、
歯
科
の
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
歯
科
医
師
側
、
い
い
か
え
れ
ば
民
間
側

の
永
年
の
活
動
が
つ

Y
け
ら
れ
た
後
に
、

よ
う
や
く
に
し
て
官
側
も
と
り
あ
げ
て
く

る
と
い
う
形
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
は
歯
科
の
も
つ
特
質
の
た
め
あ
る

い
は
止
む
を
え
な
い
経
過
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。

国
際
的
な
歯
科
の
学
会
や
会
議
に
し
て

も
、
歯
科
医
師
側
の
、
主
催
す
る
も
の
は
従

来
か
ら
も
数
多
く
椛
大
に
行
わ
れ
て
き
て

お
り
、
や
は
り
、
こ
れ
が
原
動
力
に
な
る

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
同
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
陰
に
陽
に

実
を
結
び
、
民
間
側
で
な
く
各
国
政
府
が

加
盟
体
で
ら
る
と
こ
ろ
の

W
H
O
が
主
催

し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と

い
え
よ
う。

W
H
O
(世
界
保
健
機
関
、
巧

R
E

2
2一
同
町
。
吋
間
同三
問
主
芯
口
)
は
、

一
九
四

六
年
に
そ
の
憲
章
が
作
ら
れ
、

一
九
四
八

年
に
国
際
通
合
の
保
健
分
野
を
う
け
も

つ

機
関
と
し
て
誕
令
し
た
も
の
で
あ
る
。

世
界
の
八
八
カ
国
が
加
問
し
、
本
部
は

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
り
、
位
界
を
八
地
域
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
地
域
事
務
局

を
お
い
て
い
る
。
日
本
は
一
九
五
一
年
に

加
盟
し、

西
太
平
地
域
に
属
し
て
い
る
。

W
H
O
の
経
費
は
、
参
加
各
国
政
府
か
ら

の
分
担
金
に
よ
っ
て
、
ま
か
な
わ
れ
て
い

る。
事
業
と
し
て
は
、
中
央
技
術
事
業
f

防

疫
及
び
検
疫
事
業
、
衛
生
統
計
、
医
療
品

関
係
、
研
閥抗
の
綜
合
調
整
、
出
版
等
)
と

援
助
指
尋
事
業
(
伝
染
病
、
不
慮
の
災
害

公
衆
衛
生
事
業
等
)
で
あ
る
。

W
H
O
と
し
て
商
科
衛
生
に
つ

い
て
は

世
界
各
国
を
通
じ
て
歯
科
衛
生
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
そ
の
第
一
回
事
業
と
し
て
、

西
太
平
洋

・
東
南
ア
ジ
ア
の
二
地
域
に
わ

た
る
歯
科
衛
生
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
を
一

九
五
五

年
に
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
し
、
こ

の
と
き
は
、
日
本
か
ら
は
医
階
大
の
大
西

正
男
氏
が
参
加
し
た
。

今
回
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
は
、
こ
れ
に
継
く

第
三
回
目
の
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
か
ら

の
分
担
金
が
そ
の
後
増
加
し
た
た
め
か
、

今
回
は
三
名
の
参
加
を
要
請
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
会
場
で
、
W
H
O
本
部
の

唯
一
の
歯
科
の
職
員
で
あ
る

ロ
『
-
一
∞
-

m
-
2
〈
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
保
健
省
歯
科

衛
生
部
次
長
で
あ
っ

た
人
〉
に
今
後
の
ゼ

ミ
ナ

ー
ル
の
見
通
し
に
つ

い
て
訊
ね
た
と

こ
ろ
、
世
界
全
地
域
の
も
の
は
経
費
の
関

係
で
で
き
な
い
が
、

西
太
平
洋
、
東
南
ア

ジ
ア
二
地
域
の

こ
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル

は
今
後

も
っ
.
つ
け
て

い
く
方
針
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

W
H
O
で
は
、
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
の
ほ
か
に

一
九
五
七
年
に
は
、
水
道
水
の
弗
素
化
専

門
委
員
会
、
イ
ン
ド

に
お
け
る
歯
周
疾
患

の
疫
学
、

一
九
五
八
年
に
は
小
児
歯
科
衛

科
に
つ
い
て
の
調
査
、
歯
科
補
助
員
に
つ

い
て
の
専
門
委
員
会
、
歯
科
疾
患
と
栄
養

に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
で
は
阿
つ
の
ト
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
な
か
な
か
能
率
的
な
議
事

が
進
め
ら
れ
た
が
、
要
す
る
に
、
参
加
各

国
が
国
民
全
体
の
歯
科
衛
生
状
態
を
良
く

す
る
に
は
、
歯
科
医
学
の
研
究
の
成
果
の

ど
の
部
分
を
ど
う
と
り
あ
げ
る
か
、
こ
れ

を
社
会
の
責
任
と
し
て
と
り
あ
げ
る
に
は

行
政
、
教
育
、
医
療
等
の
広
範
囲
な
商
で

ど
う
実
施
し
て
い

っ
た
ら
よ
い
か
と
い
う

こ
と
で
ゐ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

が
ら
を
W
H
O
を
通
じ
参
加
各
国
政
府
に

勧
告
す
る
と
と
も
に
、

歯
科
医
師
会
、
幅

科
教
育
機
関
，
等
に
も
協
力
を
求
め
て
行
こ

う
と
い
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

参
加
者
は
、
各
国
の
行
政
方
面
の
関
係

者
が
多
か
っ
た
が
、
大
学
や
開
業
医
の
人

々
も
お
り
、
フ
ア
ク
ル
テ
イ

1
メ
ン
バ
ー

の
一
人
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
大
学
の
ウ
エ
ア
ハ

l
グ
教
師
阪
は
、
抽
臨
漏
が
虚
リ
円
で
あ
る
が
、

膿
漏
の
研
究
所
助
に
あ
き
た
ら
ず
、
そ
の

成
果
を
公
衆
衛
生
の
軌
道
の
上
に
の
せ
よ

う
と
の
熱
意
を
示
し
て
い
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
へ
出
か
け
る
前
、
親
し
く

し
て
い
る
あ
る
新
聞
記
者
が
、

「オ

ー
ス

ト
ラ
リ
ア
へ
行
っ
て
、
街
で
ト
ラ
ブ
ル
で

も
お
こ
し
た
と
き
は
、
俺
は
中
国
人
だ
と

い
い
た
ま
え
」
と
注
意
し
て
く
れ
た
し
、

五
年
前
に
参
加
し
た
大
西
氏
も
対
日
感
情

で
不
愉
快
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
に
き
い

て
い
た
が
、
今
回
経
験
し
た
範
囲
で
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
杷
憂
に
す
ぎ
な
か
っ

た。
む
し
ろ
、
彼
等
の
川
町
縫
の
的
で
あ
る
優

秀
な
カ
メ
ラ
や
ト
ラ
ン
ヂ
ス
タ

ラ
ジ
オ
を

作
っ
た
国
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る

と
い
う
感
じ
を
う
け
た
し
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

に
お
い
て
も
日
本
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
。

日
本
の
歯
科
衛
生
サ
ー
ビ
ス
は
ニ
ュ

ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
足
も
と
に
も
及
ば
な
い
に

し
て
も
、
東
南
ア
ジ
ア
に
は
よ
い
歯
科
大

学
が
少
い
こ
と
か
ら
も
、
日
本
の
歯
科
の

教
育
や
研
究
に
対
す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
関

心
は
今
後
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。W
H
O
は
創
立
後
未
だ
十
年
に
し
か
な

ら
な
い
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
続
け
て
聞
か

れ
、
日
本
に
会
場
が
魁
っ
て
く
る
こ
と
も

あ
り
え
よ
う
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
も
ち
ろ

ん
そ
の
ほ
か
の
活
動
で
も

H
本
は
相
当
に

有
力
な
国
た
り
う
る
と
恩
わ
れ
る
の
で
、

今
後
い
っ
そ
う
W
H
O
に
つ
い
て
の
関
心

を
も
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
お
。
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都
立
飯
田
橋
職
員

病
院
商
科
部
次
長
と

守
し
て
勤
務
の
か
た
わ

邑

ら
、
昭
和
二
十
八
年

周

二
月
以
来
、
本
今
組

織
学
教
室
に
於
い
て
研
究
に
従
事
、
昭
和

三
十
二
年
二
月
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
に

論
文
を
提
出
、
古
畑
額
基
教
授
、
王
十
九
H

の
も

と
に
、
審
査
、
同
年
コ
一
月
、
同
大
門
下
札
判
長

会
を
満
場
一
致
通
過
、
問
、
阿
月
付
で
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
。

同
博
士
は
大

E
十
二
年
一
月
十
五
日
生

れ
で
、
本
年
三
十
三
才
、
昭
和
十
五
年
三

月
、

館
林
中
学
校
を
卒
業
、
定
ち
に
本
校

に
入
学
、
昭
和
十
八
年
九
月
、
本
校
を
卒

業
昭
和
十
八
年
十
一
月
、
歯
科
医
鰐
に
第

三
二
七
七
二
号
を
も
っ
て
慈
録
し
た
。
同

月
現
役
衛
生
部
幹
部
候
補
生
と
な
り
、
二

十
年
三
月
、
陸
軍
箇
科
医
少
肘
に
任
官
、

昭
和
二
十
一
年
七
月
、
復
員
後
、
十
一
月

よ
り
現
在
職
に
就
き
、
昭
和
二
十
二
年
十

月
東
京
都
技
師
と
な
ら
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
川
崎
市
小
松
町
に
居
住
さ
れ
て

いザ
φ

。
主
論
文
は
体
牙
硬
組
織
の
比
意
が
増
齢

的
に
増
加
す
る

一
定
の
関
係
と
、
組
織
的

所
見
と
を
併
せ
研
究
し
た
こ
と
に
新
知
見

が
あ
る
も
の
で
、
年
齢
を
推
定
す
る
の
に

最
も
適
し
て
い
る
の
は
、
下
顎
中
切
菌
、

側
切
歯
で
、
次
い
で
上
顎
中
切
筒
、
下
顎

小
臼
歯
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
硬
組
織

の
比
重
増
加
の
有
意
性
は
三
十
五
才
乃
至

五
十
八
才
の
間
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
囲
は

+
一
五
才
で
あ
っ
た
。
青
少
年
及
び
老
年
期

に
あ
っ
て
は
レ
線
写
真
診
査
法
が
望
ま
し

い
。
組
織
的
の
変
化
と
し
て
は
第
二
象
牙

質
の
増
生
、
石
氏
化
増
進
、
象
牙
質
絢
の

増
生
、
白
斑
貨
の
肥
厚
増
乍
な
ど
を
あ
げ

東京歯科大学同窓会会報昭和34年 9月20日

る
こ
と
が
で
き
る
。

主
論
文
H
歯
牙
硬
組
織
比
重
の
増
悌
的

変
化
に
理
す
る
研
究
(
歯
界
展
望
第
十
四

挙
第
三
号
u

他
に
、
参
考
論
文
五
篤
。

諜

祝

(

松

井

隆

弘

記

)

大 お
お

西t
延2
i台じ

君

一

昭
和
六
年
、
本
校

を
卒
業
、
開
業
の
傍

ら
、
昭
和
二
十
四
年

四
月
、
本
学
組
織
学

教
室
に
入
室
、
米
の

石
灰
化
問
問
害
因
子
の
追
究
に
努
力
し
、
論

文
を
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
論
文
は

慶
応
大
学
医
学
部
に
提
出
し
、
大
森
怒
太

教
授
、
主
査
の
下
に
、
審
査
さ
れ
、
一三
十
二

年
七
月
、
論
文
通
過
、
同
年
八
月
、
学
位

記
を
授
与
さ
れ
た
。
令
兄
は
大
西
栄
政
博

士
で
、
兄
弟
、
打
ち
揃
つ
て
の
名
脊
は
喜

び
に
耐
え
な
い
。

主
論
文
は
米
の
フ
イ
チ
ン
酸
に
よ
る
化

骨
阻
害
作
用
に
関
す
る
研
究
で
、
第
一
篇

は
ラ
ツ
テ
の
化
骨
に
及
ぼ
す
影
響
、
第
二

篇
は
玄
米
中
の
抗
石
版
化
物
質
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
米
を
慎
っ
て
化
骨

が
阻
害
さ
れ
る
の
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
及
び

ビ
タ
ミ
ン

D
の
撲
取
量
が
少
い
と
強
く
現

わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
適
量
に
与
え
る
と
良

い
。
向
、
玄
米
中
の
抗
石
灰
化
物
質
は
フ

イ
チ
シ
酸
で
あ
る
、
こ
れ
が
抗
石
灰
化
作

用
は
、
フ
イ
チ
ン
酸
及
び
フ
イ
チ
ン
酸
ア

ル
カ
リ
に
上
る
カ
ル
シ
ウ
ム
沈
澱
作
用
と

フ
イ
チ
ン
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
カ
ル

γ
ウ

ム
置
換
作
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
用
に

よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
が
分
っ
た
。

主
論
文
H
米
の
フ
イ
チ
ン
酸
に
よ
る
化

骨
阻
害
作
用
に
関
す
る
研
究
(
第
一
報

・

第
二
報
)
(
栄
益
と
食
糧
、
第
九
巻
第
二

号
)
品
川
に
参
考
論
文
五
篇
。
諦
祝

(
松
井
隆
弘
記
)

嶋色

村2

あ
き
ら
晃

君

昭
和
十
九
年
九
月

本
校
を
卒
業
、
直
ち

に
東
京
慈
恵
会
医
科

大
学
に
入
学
、
卒
業

一

後
、
医
学
士
と
し
て

京
都
府
立
医
大
で
産
婦
人
科
を
専
攻
す
る

傍
ら
、
組
織
学
に
つ
い
て
木
村
教
授
の
指

導
を
受
け
ら
れ
た
。
厳
父
は
郷
里
で
あ
る

丹
波
に
有
数
の
筒
科
俣
師
と
し
て
筒
科
を

開
業
さ
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
急
逝
さ
れ
た

た
め
、
一
時
、
家
業
が
継
ぐ
の
や
む
な
き

に
至
っ
た
。
し
か
し
、
初
志
貫
徹
の
意
は

岡
く
、
昭
和
三
十

一
年
五
月
本
学
組
織
学

教
室
に
入
り
、
論
文
女
完
成
、
東
京
大
学

医
学
部
上
野

E
士
口
数
間
刊
、
千
査
の
も
と
に
、

三
十
三
年
七
月
、
教
授
会
を
通
過
、
同
年

九
月
、
学
位
記
を
授
与
さ
れ
た
。

主
論
文
は
日
本
人
胎
児
の
月
経
年
令
と

週
齢
別
身
体
計
測
並
び
に
週
齢
判
定
法
で

あ
っ
て
、
排
卵
の
崎
山
川
は
、
予
定
月
経
前

第
十
二
日
乃
至
第
十
六
日
の
五
日
間
で
あ

る
こ
と
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
中
央
の
日

を
受
胎
日
と
し
て
計
測
す
れ
ば
、
略
ん
ベ
胎

児
の
発
育
差
の
矛
盾
を
少
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
認
め
た
。
身
体
諸
部
位
の

発
育
関
係
を
み
る
と
、
下
肢
は
胎
生
初
期

に
お
い
て
は
座
高
に
比
べ
て
短
い
が
、
四

カ
月
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
相
丸
一
的
に
長
く

な
る
。
足
長
と
陣
高
の
比
は
、
初
期
に
は

小
さ
か
っ
た
も
の
が
次
第
に
大
き
く
な
り

約
五
カ
月
で
略
々
一
定
比
に
達
す
る
こ
と

が
分
っ
た
。
そ
の
他
、
こ
の
方
法
で
、
胎

児
の
座
高
、
体
重
、
足
長
、
足
幅
と
も
各

週
齢
ご
と
に
、
そ
の
平
均
値
は
か
な
り
の

有
意
差
を
示
し
て
い
る
の
で
、
胎
齢
不
明

の
胎
児
ホ
胎
怖
を
推
定
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
他
に
参
考
論
文
凹
筋
。
議
祝

(
松
井
隆
弘
記
)

主
論
文
H
日
本
人
胎
児
の
月
経
年
令
と

週
齢
別
身
体
計
測
並
び
に
週
齢
判
定
法
に

就
い
て
(
日
本
法
医
川
子
会
雑
誌
第
十
一
巻

-
第
五
号
)

た
か
は
し
か
っ

高

矯

勝

哉や

し
ら
す
が

白
須
賀

じ

ろ

う

二

郎

参て殊 さ同れ金る診勤国会年十外六一 増列しれ 幼静日注或 1成形弗大組
考(に主 れ年 、子。療務立主1:一九科年日間生異てる犬注の射いダ犬成化学織
論筒管論 た十三道:論所 、埼診月年学十 、議と常は。よの問しは」十に「言法学
文科状文 も月十之文へ二玉療 、四教二韓師が及 、骨り方の 、三水五及ソ師教
十 学骨日 の付三助は勤十療所本月室 月島の起び骨がもがも実日解頭ぼ 1を室
一報形弗 でを年教;日務三菱に校補副本区経る軽膜脆成皮の験時液にすダ兼に
篤第成イヒ あも九授本し年所郵jを綴手校裏歴 こ度の弱犬下 を日隔を比影」務入
。五に「 るつ月主医 、六へ務i良部 、を町はとの肥にに注調数で三較響のしり E通・‘'
十及ソ 。て 、査科現月 、、 職助十卒の 、が充厚な強射ベ 、皮群的で骨て 、年が忙療 君
七ぼ 1" 談 、同の大在以厚二 、手八業生大分血 、るい よたー下に微あ組い現七らし所立
巻すダ松祝'学教:下学に降生十関に年 、れ正っと造。影り。週或別量つ織る 在月、 い 、教
第影」井 佼授にへ至、警二東転九直で九た類骨初響影そかいけのて殊。 、以昭職歯i大
四響の隆 記会 、提っIr.冨年工じ月ち 、年。骨細期が響のらはて弗幼に主東降辛口に科学
号に骨弘 をを審出 教と二業 、助に昭十 組胞変あが結六育事 、化犬管論京 、二あ部歯
)つ組記 授 i還資してさぞとし月株二手v口和二 織の化 ら強果 十脈毎「及状文樹木十り長科
他い織) 与過さ 、い院て 、式十 、焼 十 月 の配とわくは六に日ソび骨は科学六なの診

のる欄り土るつ母業 {司二 …町 三 二る で隆 、回男世いてがるこ四愛本ン十の
傍所科しの母ち校。 --.. 十研主あ盛四端は因。両 、 。月年事故大ナ六古Ij
らあにと牲縁1変り病直 Z 電 木 六究論るぶ男に東谷既立臨本 、ー授学研年
当つ相j回故昭按除ち必菅川常連 号(文。りは開簡ににさ床年7-月主医究一昭
査当て務{， j' で利 ~I;j ，補に 、':_ -..:， '-"塑 11 で東業を外御れと五件 、資学員月和

に 、日博当六習 ;'ff¥I埼<1IIIIIIII.、d 温』 洋 、リ!穎 る進三和 、男元礎六を救;下にしら大. . 
入問に士!時年符にの・・ ..・・h 参ア税 。常男 二 内は気的才授授に論て、労t・圏一
りご・及の 、暮さ残構昭学のは 君 米ンの j旬課は十科医に研の 41-会 、文研問攻学月らを 君

、 卜ん知都卒れり上手口よ ~I: 大ミ 持1ナ殺(に程東五医学は究晩さを審を究時生数:.1;)， 、卒大
歯六で遇げ業た 、手1¥二りれE キ 文研育~御在大年院博敬を学れ通査提ににと箪降昭業正
科年いを診の。三長十母。十 ・ 六究機-)1・同学教にを士服 、でた過さ出従 、しに 、矛口 、十
臨秋る得療林委主カの年校早二ヒ 焦所移隆慶と主主卒聞との身はもしれ 、事:咋lて人本三開凹
床 、。て所芳弟年も九に稲年ロ 。業に弘のい芦1¥業業し外をあの 、、 忽しマ昭学学十業年
の!1iJJ!求そ長婦に聞と月進回東シ 報関記至つ在し 、てはもっで間三那 、リ和 、組年の本
立務ずのた博当み 、卒み仁11京君 第す)りた学て次 、なったあ年十将熊ア二そ織四傍校
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研 O 界好 て療める回大科て却達子るこー がーの大論回論とアを的施トク消染位の苦ーな場
究主 の漢こ引所る。下久医て々 L 。新男の新授月も学文満文言 1実にしリレ毒症論入勉 人っか
(論 為いの統内とま編保学ののて鐙博あ家湾与八と教は教でつの証綿てク l河lの文れ励とたら
他文 、よ 開き付言た集の会趣重お光士り庭士さ日満授 、授あた根せ密 、レのの細の方も為。細
二 ご/月勉設つ都担三で味宝ら顕、。にのれ付場会昭経つ、管らに臨ゾ、殺菌三はさつ生菌
編掬 奮¥で強細た :立当代ははなれ微今御は世た栄ーを辛口 i主た堂再れ検床 1彼菌学部並るて国学
)根 斗 能 j前さ i右多凶lのの 、な 存る釘日母、回。あ致、三で。々感、討がjノレの力的作大 こ、簿の
前管 の康 三 れ研|亡手当 理会戦い在来~.写の堂チ谷 る通主十 、当簡染かし 、療有検研中抵と当士勉
科感 程に十て究ヌ ?;¥i事長後ら。博真咲もエ区 医過査二予 l時科説って X法名査究 、で乍人の強
学染(祈儲六い年乍jUjをにのし j京土で脊健リ代 学し ・年ねの臨をマ本線をな 、、 第はらの戦を
報症米上意才る l付ら大務よ生く行ははに在夫田 博、牛十て慶床否イ療学根ホ第第ーな 、人後さ
第の沢げせの。でも学めく回 、以 当神ごで人二 士越場月提大細定ヤ法的管ル三二編か同にのれ
五.細手口まら男 余 、校ら仕 、大外事正技満 、とノ のえ大九出医菌せ!の、感マ編編はつ博倍愛る
八菌ーすれ硲 日目都医れえ章日 と室の足長の一 学て蔵日中学学らホ優細染リはは根た士す弟 こ
巻学記。てり をfrをてて浦本りで城の男間O 位 、 教のの r~j\ 的れ 1 秀菌hEンバ根管。のる子と
一的) 斯。 見診務い 、、 歯立はに様たに五 記十授岡本岡大るフ門学に ・ツ管感学力亥Ijのに

導室業~) -~ 締 岡 O六循O恵い挙に 受し学昨指養東る附昭にの月-.吋 飯
のに、 ....."閑「・~， 参六環主みよげ、家領 、部昭導育京が属矛口第項戦
も副十 I I~ ，"'，. I 回 考巻諸論を研幸て庭し越教和の院大、病二一東火
と手三島多噌雪量軍 i 論第量文加鎖福つはたえ授三も内学こ院十回京に
にと年 H~ 官通週日 治 文二と えをそ子高。て会十と科医の内三医慈遭
研し四....川温医藩 (号の老給つの夫令 本(三に医学問科年師恵つ
究て月r'.t.....輔清 五、関年えみも人七 年上年完長部老に十国医て
を入、輔副，歯肉 篇昭係者 薄のと十 二回十成 、前人勤月 家大~ I 

積空室母フ"'1責里出 君 )末日(に 幸での二 月数;ーし新教;医めか試専切が業豊昭 君
み 、校正ち下身岡 路三東於(のあ間才 十授月た 授学今ら i段門鳥、し島幸日東
、故口十 に賢 、回 十京け三老るにの ー主十別城美に日東に部有昭椛区九京

子，~ jき月~\:二母中大君 三医る崎人。ー母 日査二記之甘志に京合にに和業西年都

古童話2宮孝夫語 詰議長話言語望号ぷ員要位計草ぞ型肝Z義喜2
年授学月入業年木 月誌能記益い女中 記通大は土及てで育たつ。年つで卒れ
五指教卒学、郷県 〉第と)々ょを心 を過医、等び、い院。いこ四た開。

島
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以
上

月
現
在
地
字
都
宮
市
に
開
業
さ
れ
た
。

し
た
際
、
同
大
の
佐
藤
学
長
が
、
「
貴
下

十
六
年
四
月
よ
り
当
時
間
僚
正
木
教
授
一

は
な
ぜ
今
ま
で
学
位
を
と
ら
れ
な
か
っ
た

の
主
宰
せ
ら
れ
て
い
た
慶
応
大
学
医
学
部
一
か
、
臨
床
の
傍
の
多
年
に
亘
る
研
究
は
立

の
予
防
歯
科
学
教
室
に
入
室
、
研
究
を
統

一派
な
も
の
で
す
」
と
激
賞
さ
れ
た
と
の
こ

け
、
す
で
に
論
文
も
完
成
を
見
ょ
う
と
い
一
と
で
あ
る
が
誠
に
む
ベ
な
る
か
な
と
感
ぜ

う
寸
前
、
空
爆
に
よ
る
同
大
学
の
催
災
は
一
ら
れ
る
。

予
防
歯
科
教
室
と
と
も
に
一
切
の
資
料
が
一
な
お
、
令
息
一
郎
君
も
三
十
年
六
月
慶

炎

上

し

て

し

ま

っ

た

。

一

大

医

学

部

か

ら

、

学

位

を

受

領

さ

れ

て

い

爾
来
、
宇
都
宮
の
診
療
所
に
お
い
て
患
一
る
。

者
の
診
療
に
当
る
一
方
毎
週
上
京
、
私
の
一
と
も
に
と
も
に
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。

教
室
に
見
え
ら
れ
、
外
科
を
専
門
に
研
究

一

(

大

井

清

詞

記

〉

し
て
お
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
、
生
理
学
の

一
主
論
文
味
覚
に
お
け
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

知
織
の
必
要
を
痛
感
せ
ら
れ
、
二
十
九
年
一
ソ
ー
ダ
の
役
割
に
つ
い
て

生
理
学
教
室
に
専
攻
生
と
し
て
入
室
、
伊
一
参
考
論
文
外
傷
に
よ
り
脱
落
せ
る
歯
牙

藤
教
授
御
指
導
の
も
と

に
精
進
を
続
け
ら
一
の
再
楠
三
例
に
つ
い
て
他
十
八
篇

れ
て
い
た
が
遂
に
立
派
な
論
文
を
完
成
せ
一

ら
れ
、
鹿
児
良
医
科
大
学
に
提
出
、
学
位
一

吉
一11
1出
$
1
1
1
1
1
1
1

登
一
君

請
求
中
で
あ
っ
た
が
、
松
本
保
久
教
授
、
玉
二

li時
1
牛
圃
君
は
慶
応
普
通
部

査
と
な
ら
れ
、
副
島
侃
二
教
授
が
副
査
と
面
司

1
1
1aの
出
身
で
昭
和
十
六

し
て
補
佐
さ
れ
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
た
一
盤
、
一
部
小
併
が
山
昨
年
母
校
を
卒
業
直
ち

結
果
、
昨
三
十
三
年
十
二
月
め
で
た
く
同
一

R
M
B酷
翻
繍
穂
必
勝
に
東
京
警
察
病
院
勤

大
学
教
授
会
を
通
過
、
本
年
二
月
十
一
旦
汽
伊
1
1針
l
i函
務

、
翌
年
渋
谷
区
中

栄
あ
る
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
一
通
に
て
歯
科
医
院
を
開
設
更
に
慶
応
大
学

誠
に
欣
快
に
堪
え
な
い
次
第
で
心
か
ら
一
医
専
を
卒
業
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

祝

福

申

し

上

げ

る

。

一

英

の

関

学

校

衛

生

に

於

て

は

昭

和

二

十

同
君
は
、
人
も
知
る
よ
う
に
見
る
か
ら
一
二
年
よ
り
区
立
常
磐
極
小
学
校
々
医
と
し

に
朴
と
つ
な
田
舎
紳
士
の
風
貌
を
し
て
お
一
叉
青
い
烏
幼
稚
園
々
医
と
し
て
学
童
衛
生

ら
れ
る
が
、
胸
中
に
宿
す
熱
血
は
他
人
の
一
に
精
進
さ
れ
、
他
方
歯
科
医
師
会
方
面
に

鋭
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
一
は
渋
谷
区
歯
科
医
師
会
副
会
長
、
東
京
都

私
達
の
手
術
を
見
学
さ
れ
る
時
の
熱
心
さ
一
歯
科
医
師
会
共
済
部
審
査
員
其
の
他
の
要

は
筆
舌
に
尽
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
職
を
兼
任
し
て
お
ら
れ
、
区
内
に
於
て
は

従
っ
て
自
宅
の
診
療
所
に
む
し
ろ
外
科
の
一
商
盾
会
町
会
の
相
談
役
と
し
、
常
磐
桧
小

患
者
が
多
く
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
近
県
一
学
校
P
T
A
副
会
長
の
会
職
に
つ
か
れ
現

か
ら
も
手
術
を
依
頼
し
て
来
る
同
業
者
も
一
在
に
至
り
全
く
多
忙
を
極
め
活
躍
を
し
て

数
多
く
、
中
に
は
は
る
か
遠
い
地
方
か
ら
一
来
ら
れ
た
。

設
備
や
手
術
を
見
学
に
来
る
同
窓
も
あ
る
一
吉
峯
君
は
此
の
様
な
多
忙
の
中
に
於
い

と

承

っ

て

い

る

。

一

て

三

十

年

三

月

意

を

決

し

て

、
日
本
大
学

発
表
論
文
も
枚
挙
に
也
な
い
程
で
あ
る
一
医
学
部
薬
理
学
教
室
に
入
室
さ
れ
以
来
宮

が
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
臨
床
と
く
に
外
科
一
崎
教
授
指
導
の
下
に
鋭
意
研
鎮
の
上
先
項

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
も
同
君
が
開
業
医
一
同
大
学
に
学
位
論
文
を
提
出
中
の
所
昨
年

と
し
て
珍
し
く
異
色
あ
る
存
在
を
物
語
つ
一

十
二
月
十
九
日
万
場
一
致
を
以
て
教
授
会

て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
一
を
通
過
さ
れ
、
本
年
二
月
六
日
栄
あ
る
学

鹿
児
島
大
学
に
論
文
提
出
の
た
め
出
顕
一
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

な
ほ
本
年
四
月
に
行
わ
れ
た
、
地
方
選

挙
に
は
四
十
一
才
に
て
渋
谷
区
議
会
議
員

に
立
候
補
し
初
山
山
馬
に
て
目
出
度
く
上
位

に
て
当
選
さ
れ
重
ね
て
御
喜
び
申
上
げ
ま

す。
同
君
の
父
君
も
区
議
会
議
長
、
東
京
府

市
会
議
員
、
都
会
と
三
十
五
年
間
地
方
自

治
に
た
づ
さ
わ
り
、

井
上
、
一
克
国
務
大
臣

土
口
峯
都
議
は
同
君
の
叔
父
に
あ
た
り
政
治

に
は
特
に
関
係
深
き
御
一
家
で
あ
る
。
新

博
士
は
宵
合
子
夫
人
と
の
聞
に
二
男
一
女

あ
り
至
極
円
満
な
る
御
家
庭
で
あ
る
。

今
後
一
一
層
の
御
所
践
を
待
望
す
る
と
共

に
御
健
勝
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

(
長
尾
喜
景
記
)

脳
組
織
代
謝
に
関
す
る
知
見
裕

主
論
文

遺参
考
論
文
(
略
〉

君
北
海
道
の
生
れ
。

昭
和
九
年
母
校
卒
。

し
ば
ら
く
母
校
矯
正

学
教
索
及
び
、
補
綴

学
教
室
に
残
っ
て
学

び
、
昭
和
十
二
年
似
郷
札
幌
市
で
病
院
勤

務
を
し
た
が
後
小
樟
市
稲
穂
町
に
開
業
し

て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
時
業
振
り

は
瞳
目
に
価
す
る
。
昭
和
二
十
一
年
よ
り

札
幌
医
大
で
故
金
森
教
授
の
指
導
を
受
け

昭
和
三
十

一
年
よ
り
は
北
大
解
剖
学
教
室

で
伊
藤
間
一
教
授
の
指
導
を
受
け
て
研
究

を
重
ね
た
が
、
こ
の
程
そ
の
成
果
を
得
、

別
記
論
文
は
北
大
医
学
部
教
授
会
を
通
過

し
、
去
る
四
月
二
十
二
日
学
位
記
を
受
領

し
た
。
こ
れ
等
業
務
と
研
究
と
の
傍
ら
北

海
道
矯

E
歯
科
学
会
の
創
立
に
尽
力
し
殊

に
今
夏
は
日
本
矯

E
商
科
学
会
総
会
を
札

幌
市
で
開
く
に
当
っ
て
こ
の
准
備
委
員
会

長
に
挙
げ
ら
れ
草
大
事
な
活
躍
を
し
た
。

家
庭
は
令
夫
人
と
の
聞
に
一
男
二
女
、

長
男
八
郎
君
は
今
春
東
京
医
科
大
学
歯
学

部
を
卒
業
し
、
今
秋
十
月
項
渡
仏
の
予
定

佐
々
木

i竿
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長
女
明
子
さ
ん
は
母
校
専
門
課
程
一
.
年
小
査
の
下
に
満
場
一
致
を
も
っ
て
め
で
た
く
一
ん
で
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
一
二
十
五
年
予
科
修
了
、
学
部
に
移
り
、
昭
一
の
学
校
で
教
育
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
、

次
女
順
子
さ
ん
は
高
校
二
年
と
ま
こ
と
に

一通
過
、
四
月
七
日
付
を
も
っ
て
輝
し
き
学
一
て
、
主
論
文
と
し
、
久
留
米
医
大
に
提
出
、

一
和
二
十
九
年
三
月
学
部
卒
業
、
直
ち
に
東
一
今
日
、
同
君
独
特
の
涜
暢
な
英
会
話
の
基

恵
ま
れ
た
家
庭
で
為
る
。
白
髪
の
好
紳
士

一
位
記
を
受
領
さ
れ
た
。
誠
に
大
慶
の
至
り
一
学
位
請
求
中
の
と
こ
ろ
同
大
学
末
永
教
授
一
京
医
科
歯
科
大
学
の
大
学
院
歯
学
研
究
科
一
礎
と
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
台
北
で
小
学

益
々
御
活
躍
あ
れ
。
公
一
一
崎
針
郎
記
)

一
に

堪

え

な

い

。

一

(

主

査

)

木

村

教

授

(

副

査

)

長

崎

教

授

一

(

旧

制

)

に

入

学

、
主
と
し
て
保
存
学
教
一
と
旧
制
高
校
を
終
え
、
終
戦
で
家
僚
と
共

O
主
論
文
日
本
人
成
年
男
性
の
顔
面
以

一

同
君
は
狙
厚
な
る
紳
士
型
で
あ
る
が
、
一
(
副
査
)
の
三
教
授
に
よ
っ
て
審
査
が
進
一
室
に
お
い
て
槍
垣
、
三
村
両
教
授
御
指
導
一
に
一
且
、
本
籍
地
た
る
山
梨
県
非
崎
市
へ

蓋
の
現
よ
り
観
た
下
顎
骨
の
形
状
に
関
す

-
し
か
し
内
面
に
は
燃
ゆ
る
が
如
き
熱
血
の
一
め
ら
れ
た
結
果
そ
の
優
秀
な
る
こ
と
が
認
一
の
も
と
に
研
究
を
続
け
て
い
た
が
、
本
年
一
引
揚
げ
て
来
ら
れ
た
。
高
校
の
恩
師
た
る

る
計
測
的
研
究

(北
大
解
剖
研
究
報
山
第

一
士
で
あ
る
点
ま
こ
と
に
態
き
入
る
次
第
で
一
め
ら
れ
、
去
る
三
月
十
一
日
満
場
一
致
を
一
三
月
、
大
学
院
卒
業
と
と
も
に
完
成
し
た
一
嶺
脇
四
郎
教
授
の
勤
務
さ
れ
て
い
た
本
学

一
一
七
号
、

一
九
・
九
九
年
一
月
)

あ
る
、
と
い
う
の
は
研
究
の
終
る
や
否
や

一も
っ
て
同
大
学
教
授
会
を
通
過
、
翌
四
月
一
業
績
を
学
位
論
文
と
し
て
同
大
学
医
学
部
一
予
科
二
年
に
昭
和
二
十
二
年
春
編
入
せ
ら

O
参

考

論

文

コ

一

篇

賂

千

葉

市

の

目

抜

通

り

、
県
庁
前
の
ビ
ル
デ
一
二
日
栄
あ
る
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
誠
一
に
提
出
、
薬
理
学
教
室
岡
田
正
弘
教
授
、
王
一
れ
た
。
同
二
十
四
年
予
科
卒
業
と
共
に
本

一
ン
グ
に
近
代
開
業
の
先
端
を
一不さ
れ
、
ま

一
に
お
め
で
た
い
限
り
で
心
か
ら
な
る
祝
意
一
査
と
な
ら
れ
、
檎
垣
、
三
村
両
教
授
副
査
一
学
学
部
に
進
み
、
同
二
十
九
年
春
学
部
卒

こ
と
に
盛
業
中
で
あ
る
。

一
を
表
す
し
だ
い
で
あ
る
。

一
と
な
ら
れ
審
議
中
で
あ
っ
た
が
、
去
る
五
一
業
。
直
ち
に
わ
た
し
の
教
宅
に
残
り
、
微

鈴

木

芳

信

君

一
一

方
、
家
庭
に
あ
り
て
は
御
両
親
と
男
一
同
君
の
研
究
熱
は
吾
々
同
級
生
聞
で
も
一

月
二
十
日
め
で
た
く
同
大
学
教
疫
会
を
満
一
生
物
学
の
研
究
に
専
念
さ
れ
る
こ
と
に
な

「

;
i

』
属
鈴
木
計
は
千
葉
県

一見
二
人
を
忠
ま
れ
て
和
気
あ
い
あ
い
は
た
一
有
名
な
話
で
、
前
後
七
年
間
に
及
ぶ
応
召

一場

一
致
を
も
っ
て
通
過
、
六
月
二
十
四
日
一
つ
た
。
同
三
十
一
年
助
子
、
同
一一一
十
一一一年

‘
.
咽
晴
彦
邑
・
園
出
身
、
千
葉
一
小
の

一
の
見
る
目
も
、
美
し
い
程
よ
き
パ
パ
で
あ
一
中
、
中
園
、
仏
印
、
タ
イ
、
ピ
ル
マ

、
マ
一付
栄
あ
る
学
位
記
を
受
領
さ
れ
た
。
慶
賀
一
春
講
師
と
な
ら
れ
た
。
同
年
夏
わ
た
し
が

一f

村

喜
国
秀
才
と
し
て
卒
業
、

ι。
今
回
の
栄
誉
は
御
両
親
は
じ
め
、
内

一
ラ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
各
地
転
車

一
の
至
り
で
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。
一
国
際
学
会
員
の
た
め
設
の
後
を
迫
つ

aF
.
d臨
時
あ
だ
か
も
第
二
次
一
助
の
功
の
賜
と
そ
の
喜
び
い
か
ば
か
り
か

一も
、
軍
務
の
余
暇
を
利
川
し
て
そ
の
地
方

一
丸
島
君
は
在
学
中
か
ら
研
究
心
が
強
く

一
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
見
え
ら
れ
、
約
二

[

・

副

大

戦

の

最

小

昭

和

十

と
存
じ
ま
す
。

一現
地
住
民
の
衛
生
、
生
政
一
等
の
研
究
を
統

一御
父
君
鉄
男
氏
と
は
私
が
学
生
時
代
剣
道
一
十
日
間
両
名
で
欧
洲
八
カ
国
の
見
門
下
旅
行

八
年
に
母
校
を
山
る
や
直
ち
に
戦
乍
に
参

ど
う
ぞ
今
後
益
々
同
君
の
発
展
を
祈
願

一け
、
と
く
に
熱
帯
地
方
の
簡
槽
膿
漏
問
題

一部
に
在
籍
し
た
関
係
か
ら
私
の
教
室
に
入
一
を
し
て
、
わ
た
し
と
分
れ
て
九
月
一
日
よ

加
し
、
歯
科
医
少
肘
と
し
て
活
躍
し
、
一
一
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

-

7

ラ
リ
ヤ
コ
一
日
熱
に
対
す
る
研
究
等
の
論
一
室
さ
れ
、
勉
強
に
、
研
究
に
い
ろ
い
ろ
と
一
り
八
カ
月
間
、
ス
エ
デ
ン
国
政
府
第

一
同

十
三
年
十
一
月
に
復
員
し
、
そ
の
後

は

二

一

(

佐

藤

貞

勝

記

)

一

文

を
発
表
し
て
お
ら
れ
た
が
内
地
送
還
に

一
お
手
伝
い
願
い
、
住
居
も
花
沢
教
授
宅
か
一
留
学
併
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
王
立
簡

十
四
年
四
月
よ
り
二
十
六
年

ま

で

北

村

時

一

際

し
て
あ
た
ら
貴
重
な
資
制
仰
を
悉
く
没
収

一ら

通

学

さ

れ

て

い

た

。

一

科

大

学

に

学

ば

れ

た

。

微

分

物

学

教

宅

に

衛
教
授
指
五

の
下
に
研
究
さ
れ
た
。
そ
の

一

一さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
に
思
わ
れ
て
な

一

本
学
に
ま
だ
大
学
院
が
完
成
し
て
い
な

一
て
主
任
フ
ロ
ス
テ
ル
助
教
綬
に
つ
い
て
、

後
は
老
齢
の
厳
父
を
援
け
ら
れ
て
診
療
に
一

木

村

善

利

君

一
ら
な
い
。

一
か
っ
た
の
で
医
階
大
大
学
院
に
入
学
さ
れ
一
口
腔
内
嫌
気
性
菌
た
る
レ
プ
ト
ト
リ
キ
ア

従
事
し
て
お
ら
れ
た
が
、

古
雲
の
七
誌
、
-
「

l
!
J
l
u属
き
む
ら
よ
し
と
し
一
家
庭
に
は
八
十

rに
な
ら
れ
る
母
堂
を

一
た
の
で
あ
る
が
幸
に
檎
垣
教
授
の
御
愛
顧

一
に
つ
い
て
、
そ
の
分
離
と
大
量
培
益
に
成

彼
を
し
て
単
な
る
一
開
業
医
た
る
を

γ
と
一

h

，d円幽
W
噛
・
君
は
群
馬
県
出
身
、

一
は
じ
め
、
美
津
子
夫
人
と
の
聞
に
一
男
一
二
を
受
け
研
究
を
完
成
さ
れ
た
の
で
、
長
年
一
功
せ
ら
れ
、
か
つ
検
査
し
た
生
物
学
的
性

せ
ず
し
て
、

一
一
ト
九
年
再
び
側
主
名
前
一

刷

蜘
畑
仕
噌
比
大
正
十
五
年
郷
里
の
一

女
が
あ
り
、
同
討
の
研
究
の
た
め
に
は
二
の
御
研
鎖
に
、
敬
服
し
て
い
る
し
だ
い
で

一
状
か
ら
、
ま
ず
本
語
群
を
二
大
別
し
、

に
入
室
さ
れ
慶
大
医
学
部
原
島
準
設
の
一
一

d
い
も

¥
¥
県
立
沼
田
中
学
卒
業

一
家
を
挙
げ
て
内
助
の
功
を
発
慰
さ
れ
て
今

一あ
る
。

一
か

つ
紡
錘
菌
と
の
異
同
な
ど
の
点
に
つ
い

指
導
を
受
け
ら
れ
研
究
に
芳
念
さ
れ
た
の
一

r
i
iバ
;
12a
同
年
四
月
母
校
に
入
-
回
の
成
果
を
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一

現
在
は
、
出
版
健
康
保
険
組
合
診
療
所
一
て
は
特
に
、
超
薄
切
片
に
よ
る
電
顕
像
で

で
あ
る
。
爾
来
阿
年
有
余
に
わ
た
り
日
夜
一
学
、
昭
和
五
年
三
月
催
秀
な
成
績
に
て
卒
て
」
こ
に
同
君
の
母
堂
に
対
す
る
親
孝
行
は
一
歯
科
医
長
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
。
一
明
快
な
鑑
別
を
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
成

研
究
に
没
頭
さ
れ
、

涙
ぐ
ま
し
き
的
進
を
業
、
直
ち
に
入
営
、
翌
六
年
幹
部
候
補
生
一
近
隣
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
と
承
る
。
ま
一
同
君
の
研
究
課
題
で
あ
る
「
歯
髄
の
創
一
果
は
〉
三
回

O
己

S
E白
色

S
ω
n
E丘ロ
曲
目

続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
は
た
せ
る
か
な

一
と
し
て
除
隊
、
現
住
地
に
て
術
科
診
療
に
一

た
、
賢
夫
人
の
声
高
き
御
令
室
と
の
御
川
一
傷
治
癒
機
転
」
は
今
後
の
研
究
者
の
基
盤
一
三

2
の
近
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
し
、
去
る

遂
に
そ
の
業
積
は
顕
著
な
る
成
以
を
完
成

-従
事
し
て
お
ら
れ
た
が
、
昭
和
十
二
年
目
一
満
ぶ
り
も
知
人
聞
に
え
望
の
的
と
な
っ
て
一
と
な
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
一
六
月
の
東
商
学
会
例
会
で
も
発
表
ず
み
で

さ
れ
た
の
で
ら
っ
た
。

一

中
事
変
に
応
召
以
来
数
次
に
わ
た
る
瓜
召

一

い

る

。

一

(

松
宮
誠
一
記
)

一
あ
る
。
本
年
四
月
末
日
若
く
帰
国
せ
ら
れ

主
論
文
と
し
て
完
成
さ
れ
た
業
棋
は
「

一除
隊
を
繰
り
返
し
、
今
次
大
戦
中
大
陸
に
一
御
一
家
の
御
繁
栄
ま
こ
と
に
う
ら
や
ま
一
主
論
文
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
貼
布
に
よ
一
て
母
校
助
教
疫
に
昇
任
。
ま
た
先
年
母
校

環
境
温
度
の
変
化
に
よ
る
血
清
カ
ル
シ
ウ
一
転
戦
、
彼
地
に
て
終
戦
を
迎
え
、
二
十
二
し
き
限
り
で
あ
る
。
(
松
宮
誠
一
誌
)
一
る
歯
髄
の
創
傷
治
癒
機
転
に
つ
い
て
。
一
卒
業
論
文
賞
を
受
け
口
腔
内
嫌
気
性
メ

ム
の
変
動
要
因
」
慶
応
医
学
、
二
干
五
号

一年
七
月
よ
う
や
く
召
集
解
除
等
で
言
語
に
一
主
論
文
耳
下
線
の
生
斑
乍
的
研
究

一

一
ラ
エ
ン
形
成
閣
の
研
究
を
卒
業
後
完
成
し

昭
和
三
十
コ
一
年
十
一
月
で
あ
り
、
二
十
頁

一絶

す

る

辛

さ

ん

を

薫

ね

ら

れ

た

不

巡

の

述

一

一

て

発

表

さ

れ

た

の

で

あ

っ

て

、
本
論
文
を

に
わ
た
る
膨
大
な
る
研
究
で
あ
る
の
に
た

一統
、
そ
の
間
陸
軍
大
尉
(
昭
和
十
八
年
)
一

丸

君

一高

か
ね
て
提
山
中
で
φ

め
っ
た
が
、
本
年
五
月

だ

惰

・

異

の

目

を

み

は

る

ば

か

り

で

あ

る

。

に

任

官

、

正

六

伏

に

法

せ

ら

れ

た

純

然

た

ま

る

し

ま

ま

さ

る

一

十

日

の

東

大

医

学

部

教

授

会

に

て

、
主
査

そ
の
他
に
則
論
文
と
し
て
五
篇
に
及
ぶ
研

-
る
武
人
刑

。

君

は

千

葉

県

銚

子

市

一

秋

葉

制

一
郎
教
授
の
も
と
満
州場

一
致
通
泊

究
も
、
新
知
見
に
は
む
貴
章
な
業
績
で
あ
一
昭
和
二
十
九
年
四
月
私
の
株
間
で
本
学

出
身
、
昭

和

二

十

二

一

し

、
越
え
て
七
月
二
十
一
日
付
、
栄
あ
る

る
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
本
年
二
月
二
十
一
一
一

一
生
理
学
教
宅
に
惇
攻
引
と
し
て
人
宅
、
伊

年

同

月

第

二

期

生

と

一

医
学
博
士
の
学
作
記
が
授
与
さ
れ
た
。

日
慶
大
医
学
市
救
援
会
で
原
山
進
教
授
王
一
藤
教
授
御
指
導
の
も

と

に

日

夜

研

鈴

を

積

し

本

川

F
F科
に
入
学

一

新

博
士
に
は

一
人
の
姉
上
と
、
舎
弟
二

島

勝

添

is 

君
タ
カ
ゾ
エ

・
イ
チ

ロ
ウ
君
は
昭
和
コ
一
年

品
積
浜
の
生
れ
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
少
年
時

代
を
泌
さ
れ
、
外
人
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名
あ
り
。
ご
両
溺
共
々
一
同
大
阪
に
住
わ

一
主
査
幡
作
勉
教
授
の
も
と
満
場
勾
致
通
巡

れ
て
御
健
在
。
今
日
の
士
口
報
に
さ
ぞ
か
し

一
同
月
二
十
三
日
付
、
栄
あ
る
医
乍
博
士
の

御
満
足
の
こ
と
と
思
う
。
新
博
士
は
、
帰
一
学
佼
記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
去
る
七
月

国
後
、
豊
島
区
栄
鴨
一
ノ

三
、
三
八
三
に
一
一
日
付
で
母
校
非
常
勤
法
師
と
も
な
ら

新
居
を
備
え
ら
れ
た
。
樹
子
夫
人
と
の
間
一
れ
、
引
続
き
払
の
教
法t
で
勉
強
さ
れ
る
こ

に
近
く
お
め
で
た
が
あ
る
由
。
慶
祝
。
一
と
に
な
っ
た
。

(
米
沢
和
一
記
)
一
新
惇
士
は
、
母
絞
同
窓
会
の
長
老
、
石

(
い
主
論
文
(
一
編
)
口
腔
内
嫌
気
性
菌
一
塚
三
郎
先
中
一
昨
年
十

.
月一一

t
一一日
御
雌

群
の
細
菌
学
的
研
究
、
特
に
メ
ラ
ニ
ン
形
一
去
の
後
を
う
け
て
、
前
記
製
薬
市
業
と
歯

成
菌
に
つ
い
て
、
向
科
学
報
元
凶
巻
十
一
一
科
医
院
の
経
営
に
叩
斐
/
¥
し
く
も
日
夜

号
(
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
)
一
奮
闘
し
て
お
ら
れ
る
。
新
宿
区
内
藤
町
一

O
参
者
論
文
(
七
編
)
時
以
上
一
番
地
の
御
家
庭
に
は
、
未
亡
人
も
御
健
在

一
で
、
松
子
夫
人
と
の
聞
に
一
男
あ
り
。
多

一
忙
乍
ら
恨
め
て
多
趣
味
で
あ
っ
て
、
ス
ポ

石

塚

達

夫

君

一1
1
一
。
、
演
劇
、
映
岡
、
古
楽
等
三
話
題
が

一

l
J
.
イ
シ
ヅ
カ

・
タ
ツ
一
き
で
あ
る
。
や
さ
形
で
躍
な
阪
に
似

h
1um
v
j内
a
オ
世
相
は
旧
制
れ
は
小
野
一
ず
シ
ン
が
強
く
、
酒
豪
の
部
鋲
に
属
す
る

剛

凶
忌
酢
』
河

大
正
十
四
年
、
大
連
一
が
、
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
か
先
年
来
禁

…
a-a電司
Eaの
生
れ
。
昭
和
八
年
一
煙
さ
れ
て
い
る
。
品
十
倍
父
の
関
係
か
ら
堤
康

皿

{
1
1

{

4

・
東
一ゑ
に
移
り
、
麻
布
一
次
郎
氏
の
紋
放
者
で
も
あ
り
、
実
父
や
私

中
学
を
卒
業
後
、
約
十
カ
川
の
軍
隊
生
活
一
と
も
ど
も
野
口
英
此
記
念
会
評
議
員
で
あ

を
経
て
終
戦
後
の
同
二
十

一
年
秋
、
母
校
一
り
、
ま
た
三
段
図
九
州
山
川
町
一
本
そ
の
他
一
一
一
一
一

大
学
予
科
入
学
、
同
二
十
八
年
春
、
旧
制
一
の
役
職
が
あ
る
。
今
秋
十
一
月
で
尚
一二
十

換
科
大
学

一
期
生
と
じ
て
卒
業
。
直
ち
に
一
四
才
の
働
き
蜂
り
。
好
決
よ
く
什
袋
、
日

航
、
浜
ビ
ル
前
科
宅
に
勤
務
し
、
同
二
十
九
一
重
さ
れ
て
益
々
御
所
隣
あ
ら
ん
こ
と
を
祈

年
十
月
迄
大
久
保
信
一
博
士
の
薫
陶
を
受
一
る
次
第
で
あ
る
。
慶
祝
(
米
沢
和
一
記
)

け
ら
れ
、
か
た
ん
¥
私
の
教
室
に
も
出
入
一

O
主
論
文
(
一
一
編
〉
「
金
属
コ
ロ
イ
ド
の

り
し
て
お
ら
れ
た
が
、
故
山
脇
そ
で
刀
自
一
ヨ

σ
3
u
s
E
n
o
z
£
3
若
手
に
及
ぼ
す

の
知
過
や
符
て
、
た
ま
た
ま
、
故
石
塚
三
一
影
糾
」
術
科
学
報
銃
五
十
九
糸
口
今
川
向
松

郎
先
生
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
私
の
一
(
昭
和
三
十
同
年
三
月
)

口
添
え
も
あ
っ
て
、
同
三
十
年
三
円
安
嗣
一

O
参
考
論
文
(
七
編
)
川
町

子
と
な
ら
れ
た
。
野
口
英
悦
記
念
会
診
療

所
の
術
科
を
担
当
の
か
た
わ
ら
、
石
塚
老

先
生
の
要
望
も
あ
っ
て
家
業
た
る
東
洋
厚

什
製
来
所
製
剤
「
ハ
プ
ラ
l
ル
」
に
関
連

し
て
、
正
式
に
金
属
コ
ロ
イ
ド
守
山
い
て

の
組
織
域
安
の
研
究
に
精
進
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
当
時
徳
仏
大
学
医
学
部
講
師

で
あ
ら
れ
た
川
原
春
幸
博
士
か
ら
組
織
培

長
の
特
技
を
同
志
へ
伝
授
さ
れ
た
も
の
で

、
本
年
四
月
研
究
を
完
了
し
て
、
こ
れ
を

学
位
論
文
に
纏
め
て
東
邦
医
科
大
学
に
提

出
、
越
え
て
六
月
二
日
の
教
授
会
に
て
、
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大

直

樹

森

君
オ
オ
モ
リ

・
ナ
オ

キ
羽
は
大
止
十
-
k
年

米
工〈
の
小
れ
。
奉
天

二
小
よ
り
満
洲
医
大

予
科
入
学
し
た
の
が

終
戦
の
年
の
七
月
。
と
も
角
も
医
学
生
の

故
を
以
て
ソ
連
内
領
下
で
勉
下
が
持
さ
れ

て
烈
年
泰
第
一
半
年
修
了
。
つ
い
で
学
校

閉
鎖
と
な
り
御
母
堂
姉
よ
と
共
に
州
国
せ

ら
れ
て
、

一
旦
、
山
梨
県
に
落
着
か
れ
た

が
、
昭
和
二
十
二
年
棒
、
母
校
に
入
門
子
、

大
学
再
逮
に
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
人
物
と

同

二

十

六

年

専

門

学

校

や

首

席

で

卒

業

せ

し

て

沼

市

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

も

の

と

承

ら

れ

た

。

卒

業

と

同

時

に

私

の

教

室

に

在

っ

て

い

る

。

絡
の
ま
L
、
神

奈

川

県

高

座

郡

新

長

後

駅

一

故

古

沢

教

授

、
同
氏
の
御
父
君
故
仲
氏

君

一

、

仰
の
大
津
術
科
医
院
に
弘
の
世
話
で

一
旦

一
と
私
の
父
故
誠
放
と
は
明
治
一
-
一十
五
年
東

勤
務
さ
れ
た
が
、
間

も

な

く

年

来

の

希

望

安

東

計

は

神

奈

川

一

烹

向

科

医

学

院

卒

業

恨

の

三
羽
烏
と
い
わ

で

あ

っ

た

今

の

目

的

隊

内

科

医

宮

に

採

用

県

出

身

、
県
立
横
浜
一
れ
た
大
の
仲
よ
し
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う

さ
れ
、
昇
進
し
て

一
等
陸
射
と
な
り
、
目

第

二

中

学

卒

業

、
直

一
と
浅
か
ら
ざ
る
紋
と
当
時
の
線
千
が
自
に

下
、
東

京

は

枇

団

付

什

区

池

尻

に

あ

る

白

徽

ち

に

母

校

に

人

学

昭

一
げ
ぶ
。

隊
中
央
病
院
同
科
に
、
勤

務

し

て

お

ら

れ

和

四

年

卒

業

、
保
存
一
多
年
に
わ
た
る
御
背
労
に
も
か
か
わ
ら

る
。
母
校
在
学
小
か
ら
の
ご
縁
で
、
当
局
学
教
室
副
手
に
採
用
さ
れ
、
同
五
年
助
手
一
千
偉
業
を
な
し
遂
げ
ら
れ
た
御
努
力
に
対

の
許
可
を
得
て
光
年
来
同
窓
の
発
見
し
た
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
主
と
し
て
故
花
沢
教
授

一
し
改
め
て
衷
心
よ
り
数
意
を
表
す
る
し
だ

世
界
的
に
有
名
な
祈
稲
田
四
時
脚
気
の
病
原
一
に
師
事
特
診
室
に
お
い
て
保
存
歯
科
の
研
一
い
で
あ
る
。
因
み
に
新
博
士
の
現
住
所
は

体
た
る
松
川
菌
の
、
新
抗
侠
物
質
増
必
に

一
究
に
従
事
し
て
お
ら
れ
た
が
、
昭
和
十
一

一杉
並
区
井
荻
二
ノ
ニ
で
あ
る
。

関
す
る
学
似
論
文
に
精
進
せ
ら
れ
る
こ
と

一
年

乞

わ

れ

て

当

時

の

満

鉄

保

健

部

吉

林

医

一

(

判

官

宵

誠

A

誌
)

に
な
っ
た
。
奥
村
情

一
、
松
山
茂
樹
、
両

一
院
商
科
医
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
。
爾
来
、
一、主
冷
文

「

怖

間

膜
症
の
初
川
変
化
に
関

泌
師
の
ご
協
力
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
後
零
一
牧
山
、
チ
チ
ハ
ル
と
順
次
栄
転
さ
れ
た
が

一
す
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
的
な
ら
び
に
病
島
組
織

の
功
成
り
、
チ
て
提
出
中
の
論
文
は
、
去
一
同
地
に
お
い
て
終
戦
を
迎
え
ら
れ
、
直
ち

一
的
研
究
」
前
利
川
予
報
-
九
十
九
谷
・

一号
掲
載

る
六
月
二
十
五
日
の
京
祁
府
立
医
科
大
学
一
に
、
中
国
国
立
ハ
ル
ピ
ン
医
科
大
学
慈
授

↑
(
昭
和
三
十
四
年
二
月
)

教
授
会
に
て
、
主
賓

・
鈴
木
成
美
教
疫
の

一
兼
口
腔
科
主
任
と
し
て
留
用
さ
れ
、
二
十

一
O
参
考
論
文
(
問
削
〉
怖

も
と
満
場

一
致
通
治
し
、
越
え
て
七
月
一

二

八
年
八
月
借
用
解
除
に
な
る
ま
で
同
大
乍

一

十
九
日
付
、
栄
あ
る
照
乍
博
士
の
学
位
記

一
で
教
慨
を
と
っ
て
お
ら
れ
た
。
二
十
八
年

一

が

綬

心

さ

れ

た

。

一

八

月

帰

国

、
十
月
よ
り
野
口
博
士
診
療
所

一

新
博
と
は
、
そ
の
後
満
洲
か
ら
帰
国
せ

一
及
東
京
都
社
会
保
険
協
会
蒲
田
病
院
術
科

一

ら
れ
た
政
父
で
同
窓
の
佐
章
氏
や
ご
母
堂

一
一
医
長
に
就
任
さ
れ
る
と
同
時
に
与
攻
作
い
と

一

と
共
に
練
馬
区
春
日
町
二
ノ
二
、
O
九
七

一
し
て
私
の
教
室
に
入
室
、
研
究
に
専
念
し

一

に
新
民
を
桝
え
ら
れ
、
正
子
夫
人
と
の
間
一
て
お
ら
れ
た
が
そ
の
間
現
職
の
制
立
大
久
一

に

一
女
あ
り
。
小
川
F
時
牝
よ
り
野
球
と
、

一
保
病
院
商
科
医
長
広
転
出
さ
れ
た
。

一

今
一
つ
附
上
競
技
は
小
距
離
競
走
を
得
意

一

本
年
二
月
、
完
成
し
た
研
究
業
績
を
学
一

と
せ
ら
れ
た
由
。
内
長
々
た
あ
体
舗
は
旅
石

一
何
論
文
と
し
て
、
慶
瓜
大
学
医
学
部
に
提

一

日
制
隊
小
昭
幹
部
と
し
て
頼
母
し
い
存
在

一山
川
。
小
林
忠
義
教
授
、
玉
査
、
仏
国
(
外
科
一

と
守
口
え
よ
う
。
ス
ポ

l
γ

は
何
で
も
御
座
一
〉
春
名
(
放
射
線
)
両
教
授
が
副
査
に
つ
一

れ
で
あ
る
が
、
他
は
麻
雀
と
タ
パ
コ
少
々

一
か
れ
慎
重
な
審
議
を
重
ね
ら
れ
た
結
果
本
一

と
言
っ
た
と
こ
ろ
。
こ
の
五
月
で
満
一
一
一
十

一
年
五
月
十
八
日
め
で
た
く
同
大
学
医
学
部
一

一一
一
rの
気
鋭
の
英
才
た
る
新
博
士
に
は
い

一
教
佼
会
を
満
場
一
致
に
て
通
過
、
六
月
十

一

よ
い
よ
川
没
せ
ら
れ
て
斯
界
の
為
ご
奮
闘

一
六
日
栄
あ
る
学
位
記
を
授
与
せ
ら
れ
た
。

の
m
M
祈
り
上
げ
ま
す
。
慶
祝
。

一
誠
に
俊
民
の
至
り
で
、
心
力
ら
祝
福
申
し

(
米
沢
和
一
記
)

一
上
げ
る
。

。
主
論
文

(一

編
)

一

同
氏
は
、
希
に
見
る
瓶
厚
篤
実
な
る
糾

∞
S
S
E
-コO
一三

-nz凹
紫
外
紙
照
射
株

一
士
で
、
本
学
病
院
在
勤
巾
も
下
乍
に
一気
ず

の
桜
川
鉱
山
明
主
に
よ
る
抗
午
物
質
の
治
産
に

一
る
指
導
は
懇
切
町
寧
を
き
わ
め
、
満
鉄
時

閲
す
る
研
究
、
京
都
府
立
医
犬
雑
誌
六
十
一
代
よ
り
中
国
、
中
共
と
時
代
は
変
っ
て
も

六
恭
一

一号
(
昭
和
三
卜
同
年
八
月
出
向
載
予
一
氏
の
誠
心
は
変
り
な
く
、

ハ
ル
ピ
ン
医
科

定
)
O
参
考
論
文
(
七
制
)

M

m

安

東

猛

上j

上

以
上

父
兄
会
名
簿
頒
布
に
つ
い
て

昭
和
三
十
四
年
度
東
京
歯
科
大
学

父

兄
会
名
簿
(
進
学
課
程
、
心
専
門

課
程
在
学
者
及
び
父
兄
の
現
住
所

(
県
別
)
、
大
学
院
、
歯
科
衛
生
士

学
校
学
生
生
徒
父
兄
住
所
氏
名
、

専
任
教
員
住
所
録
、
同
窓
会
役
員

住
所
録
等
掲
載
)
が
出
来
て
居
り

ま
ず
か
ら
入
用
た
方
は
本
晶
子
学
生

部

K
笑
資
百
じ
十
円
(
送
料
共
)

添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

ク

ラ

ス

会

便

り

七

星

A 
~ 

永
ら
く
一
昨
小
按
宮
と
し
て
所
開
慨
さ
れ
た

加
藤
孝
一
一
析
が
、
今
回
、
愛
知
学
園
大
学

向
学
部
創
立
に
当
っ
て
事
務
尉
長
と
し
て



(8) 

就
任
さ
れ
る
に
際
し
、
在
京
会
員
を
中
心

と
し
て
、
同
君
を
囲
ん
で
歓
送
会
が
、
去

る
八
月
二
十
九
日
夜
、
母
校
新
館
地
下
ク

ラ
プ
室
で
開
催
一
さ
れ
た
。
遠
く
三
重
、
栃

木
帯
岡
か
ら
参
会
の
諸
君
を
迎
え
、
来
会

二
十
五
名
に
及
び
、
盛
会
だ
っ
た
。
五

月
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
ク
ラ
ス
会
の
写

真
を
巾
条
潜
が
彼
中
略
さ
れ
、
丁
度
入
学
期

の
第
二
世
を
持
っ
た
縦
心
が
遺
憾
な
く
発

祁
さ
れ
加
藤
岩
を
叩
心
に
話
に
花
が
咲
い

た。
来
る
十
一
月
三
日
の
同
窓
会
総
会
の
前

日
二
日
に
恒
例
に
よ
り
わ
が
七
星
会
も
開

催
-さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
本
年
は
神

奈
川
県
在
住
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
が
御
枇
話

し
て
下
さ
る
こ
と
与
な
り
、
先
般
ク
ラ
ス

会
員
の
動
綿
と
止
(
に
御
送
り
し
た
通
り
、

神
奈
川
県
湯
ケ
原
似
泉
と
会
場
を
決
定
し

た
。
上
原
世
相
は
既
に
会
場
視
察
を
終
え
ら

れ
、
同
机
泉
「
験
回
展
旅
館
」
一
泊
と
決

定
。
会
訟
は
、
ク
ラ
ス
会
費
と
共
に
三
千

円
。
御
家
族
御
同
伴
を
歓
迎
し
、

こ
の
場

合
は
御
一
人
二
千
円
頂
戴
す
る
こ
と
で
御

引
受
け
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

多
数
会
員
各
位
御
家
除
御
同
伴
の
上
御

来
会
の
四
慢
す
。

加
。
政
孝
一
対
欲
法
会
出
席
者
名
(
敬
都

路〉
影
山
、
栗
原
、
松
川
、
大
藤
、
春
山
、

横
田
、
庄
司
、
磁
、
飯
品
、
版
本
(
善
)

駆
本
(
赴
)
、
松
平
、
岩
洲
、
関
口
、
阿

部
、
古
屋
、
中
条
、
長
田
、
小
士
官
、
能
勢

上
原
、
制
困
、
坂
本
、
加
藤
、
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与
さ
も
ど
う
や
ら
、
以
円
や
か
な
秋
風
と

供
に
、
ぷ
兄
姉
に
は
益
々

、
診
療
に
、
研

究
に
御
精
進
の
事
と
思
い
ま
す
。

扱
て
、
恒
例
の
同
窓
会
総
会
が
、
十一

月
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
機
を
利
用

し
て
、
山
火
に
交
前
を
温
め
よ
う
と
同
期
会

を
計
州
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
連
絡
を
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円
滑
に
行
う
た
め
、
現
住
所
及
び
勤
務
先

を
変
史
さ
れ
た
方
は
、
至
急
、
幹
事
宛
御

一
報
下
さ
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

向
、
同
期
会
の
詳
細
に
関
し
て
は
後
日

皆
様
に
御
連
絡
致
し
ま
す
。

幹

事

保

存

服

部

、
解
剖

衛

生

大

橋

市
)11 

.0. 
= 

蜂

母

校

学

友

会

〈

V

陸
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